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第 1 巻 第 1 号 

会社名 

ニュースレターのタイトル 

1 面記事の見出し 
ここに記載する記事は 430 文字から 560 文字程度の長さにします。 

ニュースレターの目的は、対象読者に特定の情報を提供することにあります。ニュースレターは、製品やサービスを宣伝したり、同僚、会員、従業員、取引先に対して会社をアピールしたり信頼を勝ち取るための道

具として適しています。 

まず、どのような読者がこのニュースレターを読むか考えてください。読者は、ニュースレターに載せた記事を読むことで利益を得る人です。たとえば、従業員、製品を購入しようと考えている人、サービスを必要とし

ている人などです。 

製品やサービスについての問い合わせ、アンケートの回答、名刺、会員リストなどから情報を集めて住所録を作ると良いでしょう。顧客情報を販売してる会社からリストを購入する方法もあります。 

どのような読者を対象にするか決めたら、デザインを決めます。Publisher には、いろいろなスタイルを使った各種印刷物のデザインが用意されています。その中から目的に合ったデザインを選んでください。 

次に、ニュースレターにどれだけ時間と費用をかけるか決めます。かけられる時間と費用によってニュースレターを発行する回数や記事の分量もある程度決まります。読者に定期的に発行されるニュースレターだ

ということが分かるよう、少なくとも年 4 回発行することをお勧めします。 

2 つ目の記事の見出し 
ここに記載する記事は、230 文字から 350 文字程度の長さにします。 

見出しはニュースレターの重要な部分なので、慎重に検討する必要があります。 

短い語句で記事の内容を正確に記述して、読者を引き込む必要があります。記事を書く前に見出しを作成します。こうすることで、記事の焦点がぼけるのを防ぐことができます。 

見出しの例には、「当社製品が業界賞を受賞」、「新製品で時間を短縮」、「会員向けキャンペーンで目標以上の成果」、「新オフィスがご近所にオープン」などがあります。 
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 全ては患者さんのQOL向上のために 

   ～リハビリスタッフと様々なリハビリテーション機器のご紹介～ 

 

 

 地域連携だより110号で回復期リハビリテーション病棟をはじめ、新病院の各病棟の概要をご紹介させ

ていただきました。今号では、当院のリハビリスタッフのご紹介と、ウェルウォークをはじめ、当院が導

入しているリハビリテーション機器をご紹介させていただきます。 
 

【リハビリスタッフ】    

 リハビリテーション部門の理

念である『行動のすべてを、

QOL向上の力へ』を基に理学療

法士44名、作業療法士25名、言

語聴覚士6名、リハビリ事務員2

名、総勢77名（2023年12月時

点）のスタッフが患者さん一人

ひとりに寄り添いながらリハビ

リを行っております。経験年数

10年を超える療法士が約40％い

ます。また、認定療法士を取得しているスタッフも多数おり、幅広い疾患に対応できる強みがあります。 
 

【ウェルウォーク（WW-2000）について】 

 ウェルウォークはロボット脚と懸垂機能により、重度～中等度介助が必要

で、療法士の力だけでは歩行練習が行えない方へ最大の効力を発揮致しま

す。介助が必要な方が、見守り歩行を獲得するまでの期間を従来の装具を用

いた歩行練習と比較した場合、約1.7倍早くなったとの報告が2017年に出て

います。右の写真のようにフロントモニターで歩いている姿をリアルタイム

で確認できます。カメラは前、横、足元と3台あり、それぞれをモニターに

映し出すことができます。ご自身の姿勢の崩れに即座に気付けるため、良い

姿勢で繰り返し練習でき、早期回復を助けます。 
 

【ウェルウォークの成果】 

 昨年10月の導入以降、延べ55名の方が利用されました。 

 当院にウェルウォークを導入する前は脳卒中になられた方が、退院時にご

自身で歩けるようになられる割合は52％でした。導入後は71％の方が介助者

なしで歩けるようになられました。また、FIM利得（入院してから退院する

までどのくらいご自身で日常生活ができるようになったかを示す値）は36.9

（全国平均は20.6）です。これは、全国の回復期リハビリテーション病棟全

体の上位25％に入る数値となっております。 
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当院のウェルウォーク 

ホームページは 

QRコードから 

ご確認下さい。 
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【長下肢装具】ウェルウォークを用いた練習を

行い介助量が軽減した後に使用致します。ウェル

ウォークを卒業後、装具歩行を行うことで未装着

時と比較し歩行の難易度を下げられます。適した

難易度の歩行練習を行うことで歩容の改善に寄与

できます。 

リハビリテーション機器のご紹介 

【ADOC】リハビリ目標を決める面接の際、患者

さんとOTとのコミュニケーションを支援するアプ

リです。日常生活上の作業を網羅したイラストから

作業を選び、満足度を伺います。言語のみのコミュ

ニケーションより患者さんが意思決定し易くなりま

す。 

 

【MUROsolution】慶応義塾大学リハセンター

が開発したIVES(随意運動介助電気刺激)を日常生

活で使用できるように改良したものです。朝に装

着し、1日5時間以上着けたまま生活を行います。

電気刺激が筋活動を助け、麻痺手を日常生活で使

い易くします。生活で使う機会を増やし、回復を

助けます。 

【Intelect Vitalstim】嚥下障害改善を目的とし

た経皮的神経筋電気刺激をあたえることができる

機器です。2009年の論文では、伝統的な嚥下治療

より、Vitalstimを使用した治療の方が嚥下機能に

有意な改善を認めたと報告されております。 

【ミラーセラピー】専用の箱の中に両手を入れ、

麻痺している手の位置に麻痺していない手が映るよ

う配置します。患者さんは鏡像をみながら運動を行

います。麻痺していない手を動かすことで麻痺手が

動いていると脳が錯覚し、手を使えていると感じま

す。運動機能の改善や疼痛の軽減が図れます。 

【mobira】スリングと呼ばれる長さ調整機能付き

ベルトで上肢や下肢を上から吊り下げながらリハビ

リが行えるベッドです。スリングに包まれると患部

がリラックスした状態となります。術後早期で疼痛

が強い方も安心して患部を動かすことができます。 

地域医療連携部 

 様々なリハビリテーション機器を用い、ご紹介いただいた患者さんが元の生活に戻られるよう、リハビリ

スタッフ一同、最大限のQOL向上が図れるよう尽力して参ります。今後とも何卒宜しくお願い致します。 

直通TEL 06-6932-0369 直通FAX 06-6932-0086 東大阪病院 


